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策
定

―
対
潜
護
衛
へ
の
特
化
へ
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四
　「
海
軍
再
建
」
に
関
与
し
た
旧
海
軍
軍
人
の
「
海
軍
政
策
」
と
対
外
認
識
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︙
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五
　
お
わ
り
に
　
専
門
的
見
地
に
止
ま
ら
な
い
海
軍
政
策
樹
立
の
重
要
性
に
つ
い
て
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第
一
〇
章
　「
改
憲
派
」
の
再
軍
備
論
と
「
日
米
同
盟
」
論

―
徳
富
蘇
峰
・
矢
部
貞て
い

治じ

・
中
曽
根
康
弘

……
…
…
…
…
…
…
…
小
宮
　
一
夫

一
　
徳
富
蘇
峰
、
矢
部
貞
治
、
中
曽
根
康
弘
の
再
軍
備
論
を
問
う
意
義
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二
　
日
本
国
憲
法
制
定
か
ら
朝
鮮
戦
争
期
に
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け
て
の
冷
戦
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と
再
軍
備
論
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三
　
保
守
合
同
か
ら
安
保
改
定
に
至
る
時
期
の
冷
戦
認
識
と
再
軍
備
論
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四
　
憲
法
九
条
と
自
衛
隊
の
日
本
社
会
に
お
け
る
受
容
と
矢
部
・
中
曽
根
の
安
全
保
障
観
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五
　
徳
富
蘇
峰
、
矢
部
貞
治
、
中
曽
根
康
弘
に
と
っ
て
の
再
軍
備
論
と
「
日
米
同
盟
」
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あ
と
が
き 
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